
2004

8/15
No.528

毎月1・15日発行�

発行所　京都府京田辺市　〒610-0393　京都府京田辺市田辺80　TEL（0774）63-1122（代表）FAX（0774）63-4781

広　報�広　報�広　報� 主 な 記 事�
入院時の食事負担を減額 2面�
国民年金保険料の免除申請 2面�
市内の犯罪抑制にご協力を 2面�
大住隼人舞の練習始まる 4面�
新しい英語指導助手が着任 4面�
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広報きょうたなべは、古紙配合率100％
再生紙と大豆油インクを使用しています

男  28，883人（+8）�

平成16年8月1日現在　（　）は前月との比較�

市の人口�市の人口�

女  30，002人（+84）�
合計  58，885人（+92）�

世帯数  21，874世帯（+54）�

商
工
会
は
観
光
協
会
と
一

緒
に
、
地
域
の
活
性
化
と
市

民
交
流
を
図
ろ
う
と
、「
京

た
な
べ
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
０
４
」（
後
援
＝

市
・
教
育
委
員
会
な
ど
）
を

開
き
ま
す
。
当
日
は
、
商
工

会
会
員
に
よ
る
模
擬
店
な
ど

の
出
店
や
プ
ロ
ダ
ン
ス
チ
ー

�
日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
協
会
が
主
催
す
る
全

国
小
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
大
会
が
、
７
月
３０
日

か
ら
８
月
１
日
ま
で
、

田
辺
中
央
体
育
館
・
同

志
社
大
学
京
田
辺
キ
ャ

ン
パ
ス
体
育
館
・
田
辺

高
校
体
育
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。

選
手
た
ち
は
日
本
一

を
め
ざ
し
て
、
連
日
激

戦
を
展
開
。
熱
き
試
合

の
結
果
、
男
女
の
部
と

も
沖
縄
県
代
表
の
神
森

小
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
が
ア
ベ
ッ
ク
優

勝
し
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
、
全
国

か
ら
、
男
子
２７
チ
ー
ム
、

女
子
２４
チ
ー
ム
が
参

加
。
本
市
か
ら
は
、
府

代
表
と
し
て
、
男
女
の

部
と
も
松
井
ケ
丘
小
学

校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
が
、
開
催
地
代
表
と

し
て
、
男
子
の
部
に
薪

小
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
、
女
子
の
部
に

桃
園
小
学
校
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
出
場

し
ま
し
た
。

男
子
の
部
の
松
井
ケ

丘
小
学
校
は
、
予
選

リ
ー
グ
で
力
の
違
い
を

見
せ
つ
け
順
当
に
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進

み
、
同
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

１
回
戦
も
突
破
し
準
決

勝
へ
。
熊
本
県
代
表
の

中
央
小
学
校
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
と
対
戦
し
惜

し
く
も
敗
れ
ま
し
た

が
、
３
位
決
定
戦
で
長

崎
県
代
表
の
小
島
小
学

校
球
技
ク
ラ
ブ
を
下

し
、
３
位
を
勝
ち
取
り

ま
し
た
。
薪
小
学
校
は

予
選
リ
ー
グ
で
敗
退
し

ま
し
た
。

女
子
の
部
の
松
井
ケ

丘
小
学
校
も
予
選
リ
ー

グ
を
勝
ち
上
が
り
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
。
し

か
し
、
同
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
１
回
戦
で
沖
縄
県
代

表
の
神
森
小
学
校
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
と
対

戦
し
、
惜
敗
。
準
決
勝

戦
へ
の
進
出
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
桃
園
小

学
校
は
予
選
リ
ー
グ
で

敗
退
し
ま
し
た
が
、
熱

戦
に
会
場
か
ら
あ
た
た

か
い
拍
手
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
�

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
�

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

臨　時�
駐輪場�

臨時駐車場�
（アルプラザ京田辺）�山城北保健所綴喜分室�

京
田
辺
駅

京
田
辺
駅
�

京
田
辺
駅
�

新
田
辺
駅
前
線
�

商工会館�商工会館�

縁
日
・
模
擬
店
�

（
商
工
会
館
駐
車
場
）
�

京たなべサマーフェスティバル2004

は、午後４時か�
ら歩行者天国になります。�
（車両通行止め）�

Ｎ�

特設ステージ�特設ステージ�

ア
ル
プ
ラ
ザ
京
田
辺
�

（
臨
時
駐
車
場
）
�

サマーフェステ
ィバル

サマーフェステ
ィバル�

本部席本部席�
サマーフェステ

ィバル�

本部席�

京
田
辺
駅
東

京
田
辺
駅
東�

　
自
転
車
駐
車
場

　
自
転
車
駐
車
場�

京
田
辺
駅
東�

　
自
転
車
駐
車
場�

（
通
行
可
能
）�

ム
に
よ
る
シ
ョ
ー
な
ど
を
行

い
ま
す
。
夏
休
み
最
後
の
日

曜
日
。
家
族
お
そ
ろ
い
で
、

ひ
と
夏
の
思
い
出
づ
く
り
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

当
日
、
会
場
周
辺
は
午
後
４

時
か
ら
１０
時
ま
で
車
両
通
行

止
め
の
交
通
規
制
が
行
わ

れ
、
歩
行
者
専
用
通
路
（
歩

行
者
天
国
）
と
な
り
ま
す
。

日
時
＝
８
月
２９
日
�
午
後

１
時
〜
９
時

場
所
＝
京
田
辺
駅
東
側
と

そ
の
周
辺
（
下
図
の
と
お
り

で
す
）

内
容
・
時
間
・
場
所
＝
▼

縁
日
と
模
擬
店
・
午
後
１
時

〜
９
時
・
商
工
会
館
の
駐
車

場
▼
京
た
な
べ
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
４
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル
「
輪
」
に
よ
る
和
太
鼓

演
奏
、
関
西
外
語
大
学
ダ
ン

ス
部
に
よ
る
ダ
ン
ス
シ

ョ
ー
、
関
西
京
都
今
村
組
の

演
舞
な
ど
・
午
後
５
時
３０
分

〜
９
時
・
京
田
辺
駅
東
側
の

特
設
ス
テ
ー
ジ

駐
車
場
＝
ア
ル
プ
ラ
ザ
京

田
辺
の
駐
車
場

駐
輪
場
＝
山
城
広
域
振
興

局
田
辺
地
域
総
務
室
の
職
員

駐
車
場

駐
車
場
・
駐
輪
場
の
ス

ペ
ー
ス
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
来
場
の
際
に
は

な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

駐
車
場
・
駐
輪
場
の
利
用
時

間
は
午
後
１０
時
ま
で
で
す
。

京
た
な
べ
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
０
４
の
会
場

が
午
後
４
時
か
ら
車
両
通
行

止
め
の
交
通
規
制
が
行
わ
れ

る
こ
と
か
ら
、
京
田
辺
駅
東

自
転
車
駐
車
場
へ
の
利
用

は
、
Ｊ
Ｒ
学
研
都
市
線
と
ア

ル
プ
ラ
ザ
京
田
辺
の
間
の
道

路
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
く

わ
し
く
は
、
右
図
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
商
工
会
（
�

６２
・
０
０
９
３
）

松
井
ケ
丘
小

松
井
ケ
丘
小（
男子
）が
３
位

が
３
位�

松
井
ケ
丘
小

松
井
ケ
丘
小（
男子
）が
３
位

が
３
位�

松
井
ケ
丘
小（
男子
）が
３
位�

ディフェンスを振り切りシュートを放つ松井ケ丘小学校（男子の部）の選手
（7月30日、田辺中央体育館）

ひ
と
夏
の
思
い
出
づ
く
り

２９
日
に
京
田
辺
駅
東
側
一
帯
で

全
国
小
学
生

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

「
平
和
の
尊
さ
を
広
く

市
民
の
み
な
さ
ん
に
訴

え
、
後
世
に
伝
え
よ
う
」

と
、
平
和
都
市
推
進
協

議
会
な
ど
は
、「
平
和
の

つ
ど
い
」
を
８
月
９
日

に
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
き
ま
し
た
。

式
典
で
は
約
１
２
０

人
の
参
加
者
が
先
の
戦

争
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た

方
々
に
黙
と
う
を
さ
さ

げ
た
後
、
久
村
哲
市
長

が
「
こ
れ
か
ら
も
平
和

都
市
宣
言
の
ま
ち
と
し

て
、
市
民
の
平
和
意
識

の
高
揚
を
進
め
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
引
き
続

き
、
平
和
書
道
展
の
入

賞
者
表
彰
や
原
爆
詩
集

の
朗
読
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
８
月
１２
日
ま

で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル
で
「
平
和
展
」

を
開
催
。
戦
争
に
関
す

る
写
真
パ
ネ
ル
や
平
和

を
テ
ー
マ
に
市
民
か
ら

募
集
し
た
書
道
を
展
示

し
、
訪
れ
た
市
民
の
み

な
さ
ん
は
、
戦
争
の
悲

惨
さ
や
平
和
の
大
切
さ

を
か
み
し
め
て
い
ま
し

た
。

大切さを次代へ�大切さを次代へ�大切さを次代へ�
戦
争
の
悲
惨
さ
訴
え
る

平和のつどい・平和展

市民のみなさんから募集した書道の
展示が行われているコミュニティ
ホールで平和への祈りを込めて折り
鶴を作るみなさん（8月9日）

優
勝
は
男
女
と
も
沖
縄
勢 F

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
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広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

聴
課
（

聴
課
（
@
６４
・
１
３
２
０

１
３
２
０
）
へ
）
へ�

�

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

聴
課
（
@
６４
・
１
３
２
０
）
へ�

なやみごと（人権・行政）相談�なやみごと（人権・行政）相談�
時と場所�

毎月 第２水曜日（市役所会議室または�
　　　　　　　　  中央公民館会議室）�
 　第４水曜日（北部住民センター�

  　　　　　　　　または三山木福祉会館）
いずれも午後１時３０分～４時�

祝日はありません�

？�
？�

？
�

費用は無料で、秘密は固く守ります。�
お気軽にご利用ください。�

問合せ先＝人権啓発課（�62-4343）�

市
は
、
市
民
課
を
利
用
さ
れ

る
人
か
ら
よ
く
あ
る
問
い
合
わ

せ
な
ど
を
、
１２
回
シ
リ
ー
ズ
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
シ

リ
ー
ズ
７
回
目
と
な
る
今
月
の

テ
ー
マ
は
「
戸
籍
・
住
民
票
な

ど
の
郵
送
請
求
に
つ
い
て
」
で

す
。戸

籍
の
全
部
ま
た
は
個
人

事
項
証
明
書
（
戸
籍

謄
・
抄
本
）
や
除
籍
・
改
製
原

戸
籍
な
ど
は
本
籍
地
で
の
み
発

行
で
き
ま
す
。
本
籍
地
が
本
市

以
外
の
人
は
、
本
市
で
発
行
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
本
籍

地
が
遠
方
で
あ
っ
た
り
、
窓
口

の
開
い
て
い
る
時
間
に
本
籍
地

の
市
区
町
村
役
場
に
行
く
の
が

困
難
な
人
は
、
郵
送
で
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

請
求
の
方
法
は
、
①
本
籍
地

②
筆
頭
者
氏
名
③

必
要
と
す
る
も
の

（
謄
本
か
抄
本
か
、

抄
本
の
時
は
必
要

な
人
の
氏
名
）
④
必
要
部
数
⑤

使
用
目
的
⑥
申
請
者
の
氏
名
・

住
所
・
生
年
月
日
・
昼
間
に
連

絡
の
と
れ
る
電
話
番
号
を
書
い

て
（
用
紙
は
特
に
決
ま
っ
て
い

ま
せ
ん
）、
返
信
用
の
封
筒
と
手

数
料
分
の
定
額
小
為
替
（
郵
便

局
で
購
入
）
を
同
封
し
て
、
本

籍
地
の
市
区
町
村
役
場
に
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

手
数
料
は
、
本
市
で
は
戸
籍

の
全
部
ま
た
は
個
人
事
項
証
明

書
（
戸
籍
謄
・
抄
本
）
が
４
５

０
円
、
除
籍
謄
・
抄
本
、
改
製

原
戸
籍
が
７
５
０
円
で
す
。
戸

籍
の
附
票
・
身
分
証
明
書
は
自

治
体
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の

で
直
接
本
籍
地
の
市
区
町
村
役

場
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
民
票
の
写
し
な
ど
に
つ
い

て
も
、
同
様
に
郵
送
で
の
請
求

が
可
能
で
す
。

請
求
の
方
法
は
、
①
住
所
②

世
帯
主
名
③
必
要
と
す
る
も
の

（
謄
本
か
抄
本
か
、
抄
本
の
時
は

必
要
な
人
の
氏
名
）
④
必
要
部

数
⑤
使
用
目
的
⑥
申
請
者
の
氏

名
・
住
所
・
生
年
月
日
・
昼
間

に
連
絡
の
取
れ
る
電
話
番
号
を

書
い
て
（
用
紙
は
特
に
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
）、
返
信
用
の
封
筒

と
手
数
料
分
の
定
額
小
為
替

（
郵
便
局
で
購
入
）
を
同
封
し
て
、

市
民
課
（
〒
６
１
０
・
０
３
９

３
、
京
田
辺
市
田
辺
８０
）
へ
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

手
数
料
は
、
本
市
で
は
住
民

票
の
写
し
・
住
民
票
記
載
事
項

証
明
書
と
も
３
０
０
円
で
す
。

な
お
、
印
鑑
登
録
証
明
書
や

外
国
人
登
録
原
票
記
載
事
項
証

明
書
は
、
郵
送
に
よ
る
請
求
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先
＝
市
民
課
（
@

６４
・
１
３
３
０
）

戸籍・住民票などの郵送請求

シ
リ
ー
ズ
⑦

シ
リ
ー
ズ
⑦�

シ
リ
ー
ズ
⑦�

よ
う
こ
そ
市
民
課
へ

�

よ
う
こ
そ
市
民
課
へ

�

お
　
知
　
ら
　
せ�

★中央図書館・北部分室（北部住民センター内）・
中部分室（中部住民センター内）で借りられた
本も、移動図書館で返すことができます。�
★貸出券は中央図書館・北部分室・中部分室で共
通して使えます。�
★その場で貸出券をお作りしますのでお気軽にご
利用ください。�

南山東�
高　木�
興　戸�

3:40～4:10
4:20～4:50興戸公民館西200m

松　井�

宮ノ口�

健康村�

江　津�
出垣内�

3:00～3:30
3:40～4:10

打　田� 4:20～4:50

4:20～4:50
3:40～4:10

4:20～4:50

4:20～4:50
3:40～4:10

3:40～4:10

3:00～3:30

3:00～3:30

多々羅公民館西側�

健康村公民館前�

打田公民館前�
松井里ケ市公園東50m

3:00～3:30

高船農産加工センター前�
天王バス停前�

南山公園�

三山木幼稚園横�

高木公民館前�

宮ノ口白山公園�
江津公民館前�

高　船�

飯　岡�
山　本�
水　取�

多々羅�
普賢寺公民館前�

天　王�

水取公民館前�
山本出荷場精米所前�

新興戸公民館北50m新興戸�
飯岡バス停�

普賢寺�

2�

16

9�

30

4:20～4:50

8�

29

巡回日�

�

1�

15

   7　�

17��

3:00～3:30
3:40～4:10

巡回時間�地区名� 駐 車 場 所 �

火
　
曜
　
日�

木
　
曜
　
日�

水
　
曜
　
日�

曜日�

9月の移動図書館『かんなび号』巡回表�

14�

28

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の

「
ば
ば
ば
あ
ち
ゃ
ん
シ
リ
ー

ズ
」。
明
る
く
、
豪
快
な
ば

ば
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
い
つ
も

あ
っ
と
驚
く
ア
イ
デ

ア
で
物
事
を
解
決
し

て
し
ま
い
ま
す
。
こ

の
本
は
そ
ん
な
ば
ば

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
絵
本

の
英
語
版
。
や
ま
の

ぼ
り
に
行
く
こ
と
に

な
っ
た
け
れ
ど
、
大

荷
物
で
運
ぶ
の
が
大

変
。
そ
れ
な
ら
…
。

今
度
は
ど
ん
な
名
案

が
で
る
の
で
し
ょ

う
？
。

図
書
館
に
は
こ
ん

な
英
語
の
絵
本
も
あ

り
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
め
ま
す
。

「Grandma Baba's Dream 
Mountain!（やまのぼり）」
さとうわきこ／作・絵
チャールズ・イー・
タトル出版／発行

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�新しい本の紹介�

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

中
央
図
書
館
＝
@
６５
・
２
５
０
０
�

介
護
保
険
で
福
祉
用
具

借
り
た
人
に
助
成

市
は
、
介
護
保
険
に
よ
る

求
職
者
を
対
象
に

再
就
職
セ
ミ
ナ
ー

京
都
経
営
者
協
会
は
、
再

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き

ま
す
。

高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
委
を
公
開

市
は
、
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
委
員
会
を
、
市
民
ま
た

は
市
の
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
さ
れ
て
い
る
人
や
そ
の

家
族
に
公
開
し
ま
す
。

経
済
的
な
理
由
で
収
入
が

少
な
く
、
保
険
料
を
納
め
る

の
が
困
難
な
自
営
業
・
農

業
・
フ
リ
ー
タ
ー
・
無
職
の

人
な
ど
は
、
国
保
年
金
課
に

免
除
申
請
し
、
京
都
南
社
会

保
険
事
務
所
で
承
認
さ
れ
る

と
、
申
請
し
た
月
の
前
月
か

ら
翌
年
６
月
ま
で
の
保
険
料

納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

免
除
は
、
本
人
と
配
偶
者

と
世
帯
主
の
そ
れ
ぞ
れ
の
前

年
も
し
く
は
前
々
年
の
所
得

子
育
て
サ
ロ
ン

日
時
＝
９
月
３
日
�
午
前

１０
時
〜
１１
時
４０
分

上
水
道
指
定
工
事
店

水
道
部
は
、
次
の
と
お
り

上
水
道
指
定
工
事
店
を
追
加

し
ま
し
た
。

上
水
道
指
定
工
事
店
＝
▼

高
野
工
業
�
…
京
都
市
南
区

吉
祥
院
西
浦
町
５９
番
地
１６

（
�
０
７
５
・
６
９
３
・
６

６
７
７
）

問
合
せ
先
＝
水
道
部
（
�

６２
・
０
４
１
４
）

奈
良
少
年
刑
務
所
を

一
部
開
放
し
矯
正
展

奈
良
少
年
刑
務
所
・
奈
良

少
年
院
・
奈
良
少
年
鑑
別
所

は
「
奈
良
矯
正
展
」
を
開
き

ま
す
。

こ
れ
は
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」の
一
環
と
し
て
、

同
少
年
刑
務
所
内
を
一
部
開

放
し
て
矯
正
行
政
や
保
護
事

業
に
つ
い
て
の
理
解
を
得
よ

う
と
行
う
も
の
で
す
。

日
時
＝
▼
９
月
１１
日
�
午

前
１０
時
〜
午
後
４
時
▼
１２
日

�
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

場
所
＝
奈
良
少
年
刑
務
所

（
奈
良
市
）

内
容
＝
▼
刑
務
所
の
歴
史

パ
ネ
ル
と
模
型
の
展
示
▼
教

科
教
育
・
職
業
訓
練
な
ど
を

パ
ネ
ル
・
ビ
デ
オ
で
紹
介
▼

受
刑
者
な
ど
の
文
芸
作
品
の

展
示
▼
専
門
鑑
別
職
員
に
よ

る
性
格
調
査
の
体
験

問
合
せ
先
＝
奈
良
少
年
刑

務
所
（
�
０
７
４
２
・
２２
・

４
９
６
０
）

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
国

民
健
康
保
険
加
入
者
は
、
入

院
し
た
時
に
か
か
る
食
事
負

担
の
減
額
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
入
院
す
る
こ
と
に
な
っ

た
ら
、
国
保
年
金
課
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。「
国
民
健

康
保
険
標
準
負
担
額
減
額
認

区　　　　　　　分�

低所得Ⅰ（注２）�

一般（下記以外の人）�

500円�

負担額�

780円�

650円�

300円�

90日を超える入院�
（過去12か月の入院日数）�

・住民税非課税世帯�

・低所得Ⅱ（注１）�

90日までの入院�

入院時食事医療費の標準負担額（1日あたり）�

（注1）…70歳以上で同一世帯の世帯主および国保被保険者が非課税の人�
（注2）…70歳以上で同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税非課�

税で、その世帯の各所得が必要経費・控除（年金の所得は控除�
額を65万円として計算）を差し引いたときに0円となる人。�
年収例…単独世帯で年金収入のみの場合　65万円以下�

上下肢機能障害�下肢機能障害�

車いす　�
車いす付属品�

福祉用具名�

1級または2級� 1級から3級�

1級から5級�� 1級から5級�

1級から6級�

1級から3級�

体幹機能障害�

歩行器�

歩行補助杖�� 1級から6級�

助成の対象者および福祉用具�
�

上記は身体障害者手帳の障害等級で、いずれかに該当する時に対象となります。�

定
証
」（
７０
歳
以
上
の
高
齢

受
給
者
に
は
「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」）
を
交
付
し
ま
す
。
同

証
は
、
申
請
月
の
１
日
か
ら

有
効
で
す
。

ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
・
高
齢
受
給
者
の
低
所
得

Ⅱ
（
上
表
）
の
人
で
、
入
院

日
数
が
９０
日
を
超
え
る
人

は
、「
国
民
健
康
保
険
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
ま
た

は
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

心
地
よ
い
音
色
響
く

心
地
よ
い
音
色
響
く�

心
地
よ
い
音
色
響
く� 担

額
減
額
認
定
証
」
に
「
該

当
日
」
を
書
き
入
れ
ま
す
の

で
、
入
院
日
数
が
９０
日
を
超

え
た
こ
と
の
わ
か
る
医
療
機

関
の
領
収
書
な
ど
と
一
緒
に

同
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。申

請
に
必
要
な
も
の
＝
▼

国
民
健
康
保
険
証
▼
高
齢
受

給
者
証
（
お
持
ち
の
人
）
▼

印
鑑

保
険
料
の
免
除
申
請

な
ど
を
基
準
と
し
て
審
査
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
免
除
が

承
認
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

免
除
期
間
は
、
７
月
（
ま

た
は
申
請
月
の
前
月
）
か
ら

翌
年
６
月
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
７
月
か
ら
の
免

除
を
希
望
す
る
時
は
、
８
月

３１
日
�
ま
で
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
は
毎
年
必
要

で
す
。
申
請
書
は
国
保
年
金

課
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

市
は
、
あ
き
地
の
除
草
に

つ
い
て
、
土
地
所
有
者
の
み

な
さ
ん
に
自
分
の
土
地
の
管

理
に
自
覚
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
今
年

７
月
か
ら
あ
き
地
所
有
者
の

方
が
除
草
業
者
と
直
接
契
約

し
、
除
草
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
し
ま
し
た
。

日
時
＝
８
月
２７
日
�
午
後

２
時
か
ら

集
合
時
間
は
午
後
１
時
３０

分
で
す
。

場
所
＝
中
央
公
民
館

定
員
＝
１５
人
。
申
し
込
み

者
が
多
数
の
時
は
、
抽
選
を

し
ま
す

し
め
き
り
＝
８
月
２６
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
高
齢

介
護
課（
�
６４
・
１
３
７
３
）

問
合
せ
先
＝
国
保
年
金
課

（
�
６３
・
１
１
２
２
）

福
祉
用
具
（
車
い
す
・
歩
行

器
・
歩
行
補
助
杖
）
の
貸
与

を
受
け
た
人
が
、
身
体
障
害

者
手
帳
を
持
ち
、
か
つ
、
一

定
程
度
以
上
の
障
害
が
あ
る

時
、
介
護
保
険
の
自
己
負
担

額
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

申
請
対
象
＝
平
成
１６
年
１

月
か
ら
６
月
ま
で
の
福
祉
用

具
貸
与
の
自
己
負
担

助
成
対
象
者
と
福
祉
用

具
＝
上
表
の
と
お
り

申
請
に
必
要
な
物
＝
①
介

護
保
険
自
己
負
担
額
の
領
収

書
②
介
護
保
険
被
保
険
者
証

の
写
し
③
印
鑑
④
銀
行
な
ど

の
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の

業
者
と
直
接
契
約
を

除
草
は
、
で
き
る
だ
け
速

や
か
に
し
て
い
た
だ
き
、
市

民
の
良
好
な
生
活
環
境
が
確

保
で
き
る
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

除
草
委
託
先
は
、
次
の
と

こ
ろ
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。▼

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
�
６５
・
４
０
２
０
）

▼
建
設
業
協
会
（
�
６２
・
７

８
９
２
）

く
わ
し
く
は
、
生
活
環
境

課
（
�
６４
・
１
３
６
６
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

主
婦
な
ど
を
対
象
に

セ
ミ
ナ
ー
開
き
ま
す

特
定
非
営
利
活
動
法
人
け

い
は
ん
な
文
化
学
術
協
会

は
、
文
部
科
学
省
の
委
託
を

受
け
、主
婦
な
ど
を
対
象
に
、

「
生
活
関
連
情
報
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
き
ま
す
。

開
催
日
・
テ
ー
マ
・
講

師
＝
▼
９
月
１４
日
�
・
「
太

陽
紫
外
線
と
私
た
ち
の
健

康
」
・
京
都
大
学
名
誉
教
授

の
池
永
満
生
さ
ん
▼
９
月
３０

日
�
・
「
食
品
表
示
の
現
状

と
考
え
方
」
・
農
林
水
産
省

表
示
規
格
課
の
金
山
武
史
さ

ん
▼
１０
月
６
日
�
・
「
健
康

食
品
に
頼
る
前
に
、
ま
ず
は

食
生
活
の
改
善
か
ら
」
・
サ

ン
ト
リ
ー
�
健
康
科
学
研
究

所
長
の
木
曽
良
信
さ
ん

時
間
＝
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
＝
け
い
は
ん
な
プ
ラ

ザ
（
精
華
町
）

定
員
＝
各
回
と
も
７０
人

参
加
費
＝
各
回
と
も
５
０

０
円し

め
き
り
＝
９
月
６
日
	

申
込
・
問
合
せ
先
＝
け
い

は
ん
な
文
化
学
術
協
会

（
�
・
�
９５
・
５
１
１
０
、

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kvc@
m
3.kcn.ne.jp

）

市
民
邦
楽
・
歌
謡

発
表
会
開
き
ま
す

文
化
協
会
は
、
市
民
邦
楽

発
表
会
と
ふ
る
さ
と
市
民
歌

謡
発
表
会
を
開
き
ま
す
。

【
市
民
邦
楽
発
表
会
】

日
時
＝
８
月
２９
日
�
正
午

か
ら場

所
＝
中
央
公
民
館

内
容
＝
▼
筝
▼
三
絃
▼
尺

八
▼
そ
の
他（
邦
楽
の
発
表
）

問
合
せ
先
＝
文
化
協
会
邦

楽
部
長
　
山
田
（
�
６２
・
６

４
１
５
）

【
ふ
る
さ
と
市
民
歌
謡
発

表
会
】

日
時
＝
９
月
５
日
�
午
前

９
時
か
ら

場
所
＝
中
央
公
民
館

内
容
＝
歌
謡
曲

問
合
せ
先
＝
文
化
協
会
歌

謡
の
部
長
　
岡
井
（
�
６２
・

０
２
５
１
）

申
請
期
間
＝
８
月
１６
日
	

〜
９
月
１７
日
�

く
わ
し
く
は
、
社
会
福
祉

課
（
�
６４
・
１
３
７
２
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所
＝
北
部
住
民
セ
ン

タ
ー対

象
＝
幼
稚
園
入
園
前
の

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

妊
婦
や
お
じ
い
さ
ん
、
お

ば
あ
さ
ん
も
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い

問
合
せ
先
＝
大
住
民
生
児

日
時
＝
９
月
６
日
	
午
後

１
時
３０
分
か
ら

場
所
＝
商
工
会
館

対
象
者
＝
求
職
者

テ
ー
マ
＝
自
己
開
拓
型
求

職
活
動
の
す
す
め

内
容
＝
▼
再
就
職
の
取
り

組
み
方
▼
具
体
的
な
就
職
活

動
講
師
＝
関
西
就
職
問
題
研

究
所
代
表
の
本
庄
賢
行
さ
ん

募
集
人
数
＝
先
着
５０
人

参
加
費
＝
無
料

問
合
せ
先
＝
京
都
経
営
者

協
会
（
�
０
７
５
・
３
５

３
・
７
６
７
６
）

ま
た
、
平
成
１５
年
４
月
１

日
以
降
の
失
業
を
理
由
に
申

請
さ
れ
る
人
は
、
退
職
者
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た

は
離
職
票
の
写
し
（
公
務
員

は
退
職
辞
令
書
の
写
し
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
同
書

類
が
な
い
人
は
、
国
保
年
金

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

学
生
は
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
国
保
年
金
課

（
�
６３
・
１
１
２
２
）

住
民
税
非
課
税
の
国
保
加
入
者

納
付
が
困
難
な
時
は
国
保
年
金
課
へ

国民年金

あき地除草

良
好
な
生
活
環
境
の
確
保
へ

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

童
委
員
協
議
会
　
子
育
て
サ

ロ
ン
担
当
▼
伊
藤
（
�
６２
・

２
１
９
９
）
▼
伊
田
（
�

６２
・
４
５
９
６
）

田
辺
警
察
署
管
内
（
京
田
辺
市
、
井

手
・
宇
治
田
原
両
町
）
の
今
年
６
月
末

で
の
犯
罪
発
生
件
数
は
８
６
３
件
（
対

前
年
比
１
９
６
件
増
）
で
、
全
体
の
約

８１
・
７


の
７
０
５
件
が
本
市

で
発
生
し
て
い
ま
す
（
対
前
年

比
１
７
１
件
増
）。

特
に
「
乗
物
盗
」「
車
上
狙

い
」「
ひ
っ
た
く
り
」
な
ど
の

街
頭
犯
罪
や
、「
空
き
巣
」「
忍

び
込
み
」
な
ど
の
侵
入
犯
罪
が

多
発
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
犯

罪
の
多
く
は
暗
が
り
や
人
気
の

な
い
場
所
で
起
き
て
い
ま
す
。

田
辺
警
察
署
で
は
、
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
強
化
し
て
い
ま

す
が
、
街
の
犯
罪
は
一
人
ひ
と

り
が
で
き
る
こ
と
を
実
践
す
る

こ
と
に
よ
り
、
全
体
の
安
全
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
現

在
、
夜
間
に
発
生
す
る
犯
罪
を

抑
え
よ
う
と
、「
一
戸
一
灯
運

動
」を
展
開
し
て
い
ま
す
の
で
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【「
一
戸
一
灯
運
動
」
と
は
】

夜
間
の
犯
罪
を
減
ら
す
有
効
策
と
し

て
、
全
国
の
自
治
会
単
位
で
取
り
組
み

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
庭
の
門
灯
や
玄

関
灯
を
一
晩
中
つ
け
て
お
く
こ
と
で
自

宅
の
安
全
ば
か
り
で
な
く
、
夜
の
街
全

体
を
明
る
く
し
、
夜
間
に

発
生
す
る
犯
罪
を
抑
え
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
今
年
６
月
末
ま
で
に
本
市
で

発
生
し
た
犯
罪
の
約
７６
・
９


の
５
４

２
件
は
窃
盗
事
件
で
す
。

そ
の
中
で
も
乗
り
物
の
窃
盗
が
多
く
、

特
に
オ
ー
ト
バ
イ
や
自
転
車
の

盗
難
被
害
が
急
増
し
て
い
ま

す
。
被
害
の
多
く
は
、
駅
周
辺

の
駐
輪
場
で
発
生
し
て
お
り
、

鍵
の
か
け
忘
れ
が
目
立
ち
ま

す
。同

署
で
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
を
強
化
し
て
い
ま
す
が
、
市

民
の
み
な
さ
ん
も
大
切
な
オ
ー

ト
バ
イ
や
自
転
車
が
被
害
に
あ

わ
な
い
よ
う
に
、
施
錠
を
確
実

に
行
う
な
ど
の
防
犯
対
策
を
徹

底
し
て
く
だ
さ
い
。

【
オ
ー
ト
バ
イ
・
自
転
車
を

利
用
の
み
な
さ
ん
へ
の
お
願

い
】○

必
ず
鍵
を
か
け
る
。

二
重
ロ
ッ
ク
が
効
果
的
で

す
。
オ
ー
ト
バ
イ
は
ハ
ン
ド
ル

ロ
ッ
ク
も
忘
れ
ず
に
。

○
防
犯
登
録
・
グ
ッ
ド
ラ
イ
ダ
ー
登

録
（
オ
ー
ト
バ
イ
の
防
犯
登
録
）
を
す

る
。○

オ
ー
ト
バ
イ
・
自
転
車
を
路
上
な

ど
に
放
置
し
な
い
。

問
合
せ
先
＝
田
辺
警
察
署
（
�
６３
・

０
１
１
０
）

演
奏
や
ビ
ン
ゴ
で
盛
り
上
が
る

北
　
　
部

夏
ま
つ
り

北部夏まつりが8月8日に大住中学校グラウンドで
開かれ、会場に詰めかけたみなさんは、夏の夕暮れ
に響くバンド演奏の心地よい音色に耳を傾け、さわ
やかなひとときを楽しんでいました（＝写真）。
当日は、KCBバンドが「ラバンバ」などを、大住
シンフォニックバンドは「最初から今まで」（韓国ド
ラマ「冬のソナタ」の主題歌）などの曲を披露。ま
た、両バンドと大住中学校吹奏楽部の合同演奏も行
われました。
演奏の合間には豪華賞品が当たるビンゴゲームも
行われ、会場は大変盛り上がりました。

一戸一灯運動・乗り物施錠にご協力を

減らそう市内の犯罪�減らそう市内の犯罪�減らそう市内の犯罪�

田
辺
署
か
ら
の
お
願
い

田
辺
署
か
ら
の
お
願
い�
田
辺
署
か
ら
の
お
願
い

田
辺
署
か
ら
の
お
願
い�
田
辺
署
か
ら
の
お
願
い�

入
院
時

食
事
負
担
を
減
額

食
事
負
担
を
減
額�

食
事
負
担
を
減
額�
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市
無
形
民
俗
文
化
財
の
大

住
隼
人
舞
の
練
習
が
、
７
月

２５
日
か
ら
本
格
的
に
始
ま
り

ま
し
た
。
練
習
会
場
で
も
あ

る
西
八
集
落
セ
ン
タ
ー
に
集

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

わ
が
ま
ち
を
美
し
く

市
民
一
斉
清
掃
に
ご
参
加
を

市
は
、
生
活
環
境
に
関
す

る
話
題
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。
６
回
目

の
今
月
は
、「
市
民
一
斉
清

掃
」
で
す
。

市
は
、
平
成
１１
年
に
「
京

田
辺
市
ま
ち
を
き
れ
い
に
す

る
条
例
」
を
制
定
し
、
市
民
、

事
業
者
な
ど
の
モ
ラ
ル
の
向

上
と
美
化
思
想
の
普
及
を
図

り
、
現
在
お
よ
び
将
来
に
わ

た
っ
て
市
民
が
清
潔
で
快
適

な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
環
境

美
化
に
対
す
る
市
民
の
み
な

さ
ん
の
意
識
を
よ
り
一
層
高

め
、
住
み
良
い
生
活
環
境
づ

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、

市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

た
“
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
京
田

辺
”「
市
民
一
斉
清
掃
」
を

６
月
と
９
月
の
年
２
回
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
各

区
・
自
治
会
な
ど
の
参
加
者

の
み
な
さ
ん
に
、
道
路
や
公

園
、
駅
前
広
場
な
ど
の
公
共

ス
ペ
ー
ス
の
清
掃
活
動
を
行

っ
て
い
た
だ
く
一
斉
清
掃
の

取
り
組
み
で
す
。
参
加
団
体

に
は
事
前
に
ご
み
袋
、
土
の

う
袋
を
配
り
、
集
め
ら
れ
た

10月14日の本番に向けて

22222222222222隼人舞の練習スタート�隼人舞の練習スタート�

ご
み
は
市
で
収
集
し
て
い
ま

す
。問

合
せ
先
＝
生
活
環
境
課

（
�
６４
・
１
３
６
６
）

市
民
一
斉
清
掃
を

９
月
２６
日
行
い
ま
す

日
時
＝
９
月
２６
日
�

場
所
＝
各
区
・
自
治
会
な

ど
参
加
さ
れ
る
各
区
・
自
治

会
・
団
体
は
、
実
施
予
定
表

を
９
月
１０
日
�
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ

い
。ご

み
は
必
ず

分
別
し
て
く
だ

さ
い
。

環
境
美
化

は
、
私
た
ち
自

身
の
課
題
で

す
。
多
数
の
み

な
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
願
い
し

ま
す
。

実
施
予
定
表

市
民
総
体
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

日
時
＝
９
月
５
日
�
午
前

９
時
か
ら

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

内
容
＝
男
子
・
女
子
の
部

参
加
資
格
＝
市
内
に
在

住
・
通
勤
・
通
学
す
る
中
学

生
以
上
の
人

参
加
費
（
１
チ
ー
ム
）
＝

２
千
円
。
た
だ
し
、
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
連
盟
登
録
ク
ラ
ブ
は

１
千
円
で
す

申
込
方
法
＝
田
辺
中
央
体

育
館
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
書
い
て
持
参

ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
８
月
２３
日
	

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会

体
育
協
会
事
務
局
（
〒
６
１

０
・
０
３
３
１
京
田
辺
市
田

辺
丸
山
１９
、
田
辺
中
央
体
育

館
内
、
�
６２
・
１
５
０
１
）

カ
ナ
ダ
の
こ
と
伝
え
た
い

キ
ン
バ
リ
ー
・
グ
ラ
ン
ト
さ
ん

熱心に盾伏の舞を練習する舞人（８月８日、西八集落
センター）

思い出がいっぱい
マシュー・チャドノーさんが退任

平成14年8月から2年
間、英語指導助手として
市内中学校などで指導に
あたってきたマシュー・
チャドノーさんが、任期
満了により8月4日に退任
しました。
「思い出はいっぱいあ
るけれど、仕事以外に普通の会話をしたり生
徒と一緒に遊んだことが楽しかった。ESSクラ
ブ活動（英会話）も印象に残っている」と振
り返るマシューさん。
アメリカの大学在学中から通算6年間日本語
を学習し、今ではとても流ちょうに関西弁も
話されます。趣味で始めた少林寺拳法は、奈
良の道場まで通い、初段を取得する腕前に。
抹茶を飲んだり、寺院を巡るなど日本ならで
はの経験もたくさんされたそうです。
「2年間はあっという間だった。帰るのはさ
みしい」と話され、8月5日にアメリカへ発た
れました。

京
都
は
特
に
好
き
で
す

ゴ
ー
ド
ン
・
マ
ク
レ
ー
ン
さ
ん

２
人
の
英
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｅ
Ｔ
）
が
、
市

内
の
３
中
学
校
な
ど
で
の
英
語
指
導
と
国
際
交

流
の
充
実
の
た
め
、
教
育
委
員
会
に
配
置
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
増
員
で
２
年
目
の
ユ
ー
ジ
ン

さ
ん
と
の
本
市
初
の
３
人
体
制
と
な
り
、
よ
り

一
層
の
国
際
教
育
の
推
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
っ
た
舞
人
１３
人
の
中
学
生

は
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
お

は
ら
い
、
神
招
、
振
剣
、
盾

伏
、
弓
、
松
明
の
６
種
目
の

舞
を
練
習
し
ま
し
た
。

こ
の
日
参
加
し
た
舞
人
は

昨
年
と
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
は
じ
め
は

少
し
ぎ
こ
ち
な
さ
が
見
ら
れ

た
も
の
の
回
を
重
ね
る
う
ち

に
息
も
ピ
ッ
タ
リ
と
合
い
、

途
中
か
ら
は
太
鼓
と
笛(

フ

ル
ー
ト)

の
楽
に
あ
わ
せ
な

が
ら
本
番
そ
の
ま
ま
に
、
繰

り
返
し
挑
戦
し
汗
を
流
し
ま

し
た
。

な
お
、
今
年
か
ら
同
舞
の

楽
を
奏
で
て
い
た
フ
ル
ー
ト

に
か
わ
り
横
笛
を
採
用
。
奏

者
は
小
・
中
学
生
６
人
で
、

５
月
中
旬
か
ら
本
番
に
向
け

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

同
舞
は
大
住
隼
人
舞
保
存

会
に
よ
っ
て
、
毎
年
１０
月
１４

日
に
月
読
神
社
と
天
津
神
社

の
例
祭
の
宵
宮
に
奉
納
さ
れ

て
い
ま
す
。

笑
顔
が

す
て
き
な

キ
ン
バ

リ
ー
・

ル
ー
ス
・

グ
ラ
ン
ト

さ
ん
は
、

８
代
目
の

マ
シ
ュ
ー
・
チ
ャ
ド

ノ
ー
さ
ん

英
語
指
導
助
手
で
す
。
京
田

辺
に
来
た
印
象
を
「
き
れ
い

な
、
い
い
雰
囲
気
の
ま
ち
。

み
ん
な
親
切
な
人
ば
か
り
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
趣
味
は

旅
行
や
写
真
、
ハ
イ
キ
ン
グ

と
い
う
活
発
な
女
性
で
す
。

世
界
中
の
い
ろ
ん
な
国
に
行

っ
て
み
た
い
そ
う
で
す
が
、

日
本
に
来
た
の
は
、
日
本
の

文
化
や
歴
史
に
興
味
が
あ
っ

た
か
ら
。
今
回
が
初
め
て
の

来
日
で
、
日
本
語
も
ま
だ
ま

だ
わ
か
ら
な
い
と
の
こ
と
。

が
ん
ば
っ
て
日
本
語
を
勉
強

し
た
い
そ
う
で
す
。

「
カ
ナ
ダ
の
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
し
、
伝
え
た

提
出
・
問
合
せ
先
＝
生
活
環

境
課
（
�
６４
・
１
３
６
６
）

市
民
一
斉
清
掃
で
子
ど
も
ら
も
お
手
伝

い
（
６
月
６
日
、
田
辺
地
域
）

新
た
に
２
人
配
置

国
際
交
流
な
ど
も
充
実

い
」
と
抱
負
を
話
し
て
い
ま

し
た
。

キ
ン
バ
リ
ー
・
ル
ー
ス
・

グ
ラ
ン
ト
…
１
９
８
０
年
１１

月
２９
日
生
ま
れ
。
２３
歳
。
カ

ナ
ダ
バ
ン
ク
ー
バ
ー
出
身
。

マ
レ
ス
ピ
ナ
大
学
を
卒
業
。

「
旅
行
で
１
年
前
に
日
本

に
来
て
あ
ち
こ
ち
観
光
し
た

け
れ
ど
、
京
都
と
広
島
が
特

に
好
き
。
そ
の
時
に
日
本
に

専
攻
は
心
理
学
、
教
育
学
、

文
学
。
薪
在
住
。ま

た
来
た

い
と
思
っ

た
」
と
話

す
９
代
目

英
語
指
導

助
手
ゴ
ー

ド
ン
・
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
マ

ク
レ
ー
ン
さ
ん
。

来
日
前
に
約
１０
週
間
日
本

語
を
勉
強
さ
れ
、
少
し
話
せ

ま
す
が
、
聞
く
の
は
ま
だ
難

し
い
そ
う
で
す
。

趣
味
は
７
歳
か
ら
始
め
た

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
、
地
元
の

大
会
な
ど
で
は
何
度
か
優
勝

も
し
て
い
る
身
長
１
８
５
�

の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
。

「
京
田
辺
は
き
れ
い
な
所
。

み
ん
な
フ
レ
ン
ド
リ
ー
。
英

語
は
も
ち
ろ
ん
、
出
身
地
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
文
化
な
ど

も
教
え
た
い
」
と
意
気
込
み

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ゴ
ー
ド
ン
・
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
マ
ク
レ
ー
ン
…
１
９
７

７
年
２
月
５
日
生
ま
れ
。
２７

歳
。
英
国
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

エ
ジ
ン
バ
ラ
出
身
。
ノ
ー
ザ

ン
大
学
を
卒
業
。
専
攻
は
教

育
学
。
薪
在
住
。

キンバリー・グラントさん

ゴードン・マクレーンさん

FFFFFFFFFFFFFFFFFFF

英語指導助手

産
業
・
行
政
・
大
学
・
市

民
が
連
携
し
て
市
内
の
情
報

化
を
進
め
る
グ
ル
ー
プ
、
京

田
辺
情
報
支
援
ネ
ッ
ト
（
通

称
…
た
な
べ
ネ
ッ
ト
）
は
、

地
域
の
み
な
さ
ん
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
（
後
援
＝

市
）
を
行
い
ま
す
。

講
師
は
、
同
志
社
大
学
の

学
生
で
構
成
す
る
Ｉ
Ｔ
普
及

活
動
を
行
う
特
定
非
営
利
活

動
法
人
、
Ｋ
ｙ
ｏ
ｔ
ｏ
　
Ｃ

ｔ
ｏ
Ｇ.

ａ
ｃ
で
す
。

希
望
者
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス

ツ
ア
ー
や
修
了
交
流
会
に
も

参
加
で
き
ま
す
。

【
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
】

開
催
日
・
内
容
＝
▼
第
１

回
…
９
月
３
日
�
・
基
本
操

作
、
文
書
作
成
▼
第
２
回
…

１０
日
�
・
文
書
作
成
▼
第
３

回
…
１７
日
�
・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
、
電
子
メ
ー
ル
▼
第
４

回
…
２４
日
�
・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
遊
ぼ
う

時
間
＝
▼
午
前
の
部
…
午

前
１０
時
〜
１１
時
３０
分
▼
午
後

の
部
…
午
後
１
時
〜
２
時
３０

分
場
所
＝
同
志
社
大
学
京
田

辺
キ
ャ
ン
パ
ス
情
報
メ
デ
ィ

ア
館定

員
＝
午
前
・
午
後
の
部

と
も
５０
人

参
加
費
＝
全
４
回
で
２
千

５
０
０
円

【
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
】

日
時
＝
９
月
３
日
�
の
午

前
９
時
〜
１０
時
と
正
午
〜
午

後
１
時

参
加
費
＝
無
料

【
修
了
交
流
会
】

日
時
＝
９
月
２４
日
�
の
正

午
か
ら
と
午
後
３
時
か
ら

参
加
費
＝
５
０
０
円

【
申
込
方
法
】

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

参
加
希
望
の
部
、
キ
ャ
ン
パ

ス
ツ
ア
ー
・
修
了
交
流
会
参

加
の
有
無
を
書
い
て
、
郵
送

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
電
子

メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い【し

め
き
り
】

８
月
２７
日
�

【
申
込
先
】

同
志
社
大
学
リ
エ
ゾ
ン
オ

フ
ィ
ス
た
な
べ
ネ
ッ
ト
係

（
〒
６
１
０
・
０
３
９
４
京

田
辺
市
多
々
羅
都
谷
１
・

３
、
�
６５
・
６
７
７
３
、
電

子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

tanabenet2004@
yah

oo.co.jp

）

【
問
合
せ
先
】

き
ゅ
う
た
な
べ
倶
楽
部

佐
野
（
�
０
８
０
・
１
９

２
９
・
３
９
６
８
）

大
学
生
が
教
え
ま
す

同
大
で
パ
ソ
コ
ン
講
習


